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 ⒉　プログラムの目的と特徴
〈目的〉
　手術中の患者の麻酔維持を通して基本的な全身管理を
学び、愛媛県民および国民に安全で快適な周術期医療を
提供できる麻酔科専門医を育成することである。手術麻
酔の知識を基礎に、各専攻医の希望に沿って、集中治療、
ペインクリニック、心臓血管外科麻酔など、サブスペシ
ャリティ領域における専門医取得に向けた準備も同時に
行っていくことも目標とする。

〈特徴〉
　専門研修で求められる全ての要件を満たせるプログラ
ムである。また、小児心臓血管外科手術や生体肝移植術
など、愛媛県内では当院でしか経験できない症例も多数
あり、サブスペシャリティ領域の教育も含め、幅広く経
験が得られるプログラムとなっている。

 ⒈　麻酔科の紹介
　麻酔科学とは、人間が生存し続けるために必要な呼吸
器・循環器等の諸条件を整え、生体への侵襲行為である
手術が可能なように管理する生体管理医学である。麻酔
科医は、手術中の患者の生命維持を担当し、あらゆる生
体情報から患者の状態を把握し対応する、いわば、患者
の最大の擁護者・代弁者であり、まさに、患者安全のた

めの最後の砦となる全身管理のスペシャリストである。
麻酔科医の有する知識や技術は、手術麻酔だけではなく
関連分野である集中治療、救急医療、ペインクリニック、
緩和医療などの分野でも活かされており、麻酔科は幅広
い領域において活躍できる診療科である。

麻　　酔　　科

・　全身麻酔や局所麻酔に用いる薬剤に関する知識、呼
吸・循環管理、輸液管理、並存疾患を有する患者に対
する麻酔管理などを習得する。
・　ラリンゲルマスクによる麻酔維持やファイバー挿管

など、気道確保困難に対する対応を経験する。

・　中心静脈カテーテル挿入、硬膜外麻酔などの手技を
習得する。

・　呼吸生理や循環生理を理解し、人工呼吸器、膜型人
工肺などの生命維持に必要な医療機器に関する知識を
習得する。

 ⒊　経験目標
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 ⒎　専門研修修了後について
・　４年間の研修期間の４年目に専門医試験の受験資格

が得られる。
・　専門研修終了後は、大学病院や県内の関連病院での

勤務や、専門性の高い領域に関しては国内留学なども
推奨し、更なるスキルアップを図る。

・　心臓血管外科麻酔、集中治療、ペインクリニック、
緩和医療などの分野におけるサブスペシャリティの取
得を推奨する。

・　大学院へ進学し学位を取得したり、海外への研究留
学を行うなど、研究領域での活躍も推奨する。

 ⒌　研修に関する行事

月 火 水 木 金

ＡＭ 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔
集中治療

ペインクリニック

ＰＭ 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔

 ⒋　指導医と指導体制

講　師 阿部　尚紀 麻酔・集中治療

講　師 関谷　慶介 麻酔・集中治療

助　教 南立　秀幸 集中治療・麻酔

助　教 西川　裕喜 麻酔

助　教 小西　　周 麻酔・心臓麻酔

助　教 廣松恵美子 麻酔

助　教 谷島　明秋 麻酔・心臓麻酔

教　授 西原　　佑 麻酔・集中治療

准教授 北村　咲子 麻酔・小児心臓麻酔

准教授 高崎　康史 集中治療・麻酔

助　教 藤井　知美 緩和ケア・ペインクリニック

助　教 藤井　園子 麻酔・小児心臓麻酔

助　教 藤岡　志帆 麻酔・緩和ケア

助　教 渡邊　愛沙 麻酔・ペインクリニック・緩和ケア

 ⒍　新専門研修プログラム

７年目～ 麻酔科　専門医　取得

大学院進学
高度臨床医
・大学病院
・がんセンター

留学地域医療

２年 初期臨床研修 選択実習

４年 後期臨床研修

１－２年　大学病院
　　　　　 　↓
２－３年　県連研修施設

　　・県立中央病院
　　・松山赤十字病院
　　・四国がんセンター
　　・市立宇和島病院
　　　　　　　　　etc...

 ⒏　専門研修の問い合わせ先

担当：西原　佑（麻酔・周術期学教室　教授）
TEL：089―960―5383　　E-mail：nishihara.tasuku.cb@ehime-u.ac.jp

基幹施設：愛媛大学医学部附属病院
連携施設：愛媛県立中央病院
　　　　　松山赤十字病院
　　　　　松山市民病院
　　　　　四国がんセンター
　　　　　済生会松山病院
　　　　　愛媛県立今治病院
　　　　　愛媛県立新居浜病院
　　　　　市立宇和島病院
　　　　　順天堂大学医学部附属順天堂医院
　　　　　心臓病センター 榊原病院
　　　　　兵庫県立こども病院　他


